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自己評価

本校における自己評価について

令和６年度の自己評価の結果を公表いたします。本校の教育に関する現状をご理解いた

だき、改善に資するためのご助言がいただけましたら幸甚に存じます。

また、この結果につきまして、学校関係者評価委員会にて検討していただき、次年度の

教育についてのご提言をいただく予定です。

１ 教育課程、学習指導について

本校は、学校法人日章学園鹿児島レディスカレッジとして創立３７年目を迎え、キ

ャリア養成学科とヘアーアート学科を擁し、即戦力としての人材育成に努めており

ます。

建学の理念や教育目標の実現に向け、教育課程の編成や学習指導の充実に取り組ん

でいます。

キャリア養成学科、ヘアーアート学科両学科共に社会から求められる人材育成のため

弾力的な教育課程編成に努めています。「知性・品性・人間性」の確立を目指して知

識と教養をバランス良く身につけられるような多彩なカリキュラムを準備していま

す。ヘアーアート学科においては幅広いジャンルの知識や技術の向上を目指している

ため、充実した選択カリキュラムを用意し、学生の多様な夢実現を支えています。

２ 学校運営

学校運営の基本方針は、学校法人日章学園の理念に則り時代に即したものとしてい

ます。授業を核とし、学校行事や校外研修そしてボランティア活動への取組など、

バランスのとれた人材育成に向けた運営に努めています。

また、職員の働き方改革にも積極的に取り組み、職員の健康増進にも努めています。

３ 教育活動

教育内容は、本校の目指す「知性・品性・人間性」の陶冶を目指し、時代の要請に

即応したカリキュラムの検討や見直し、業界ニーズや学生ニーズの分析・検討を行

い、豊かな教育活動の具現化を図るために設定されています。

学生の高い学修成果の実現を図るため、授業アンケートを実施し常に自己点検に

も努めています。

今後は、「スキルを高める」教授スタイルから、「主体的な学び」を実現する授業

スタイルに変える必要があり、アクティブラーニングのための研修にも努めていま

す。「主体的な学び」の場としての校外研修にも、今後積極的に取り組んでまいりた

いと存じます。
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４ 学修成果

令和６年度の就職活動は、経済活動にも制約が生じた新型コロナウィルスの影響か

ら脱却し、企業の採用意欲も改善し、全体指導及び個別指導の充実や早期対策の実

施により、第一志望実現の具現化を図るなど全学科・コースで就職内定率 100％を達
成することができました。県内企業への就職率も高く、今後とも県内志向を支援す

る取り組みも継続したいと考えています。長年継続的に採用していただいている企

業との信頼関係維持について更に強化したいと考えています。

真面目で努力する学生が多いことから、今後も専門教育のみならず日々の教育の中

でキャリア教育を充実させ、社会人基礎力を培う活動を行い、主体的に就職活動が

推進できる学生を育て、社会人としての資質を高めていきます。

５ 学生支援

本校では、学生一人一人に対し、クラス担任だけでなく全員で支援する体制を整え

ています。学習・進路実現には全員体制で保護者との連携にも努めており、学生相

談にも積極的に対応しています。

経済的側面に対する支援体制は、受験料や入学金減免制度を設け、入学対象者に奨

学金制度の紹介を行っています。国の施策としての高等教育段階への修学支援新制

度認定校として、学生の修学支援に努めています。

さらに、退学者を減らすことを教務・学生指導の中心に据え、全校体制で学生支援

に努めています。今後もさらに、リメディアル教育の推進、学生のモチベーション

の向上、学生の主体的活動の推進に努めてまいります。

６ 教育環境

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備しています。今後も教育環

境の充実に努めてまいります。また、人間性の陶冶に繋がる活動としてボランティア

活動についても推奨し斡旋等も行っています。地域社会に愛される学校、学生を目指

して活動してまいります。

７ 学生募集

学生募集については、単年度毎の募集活動計画を策定し広報に努めています。募集

に係る説明は、正確・公平・明瞭・コンプライアンスの確実な実行に努めています。

多くの高校生から選択される学校として今後も努力してまいります。

以上、自己評価項目『教育課程、学校運営、教育活動、学習支援・学生支援、教育環境、

広報』等につきご説明いたしました。学校関係者評価委員会における評価結果や議事録等

をご参照いただき、本校の教育活動活性化のためのご助言をいただけたらと思います。

令和７年４月１日

学校法人日章学園鹿児島レディスカレッジ
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